
平成21年度事務事業評価表 担当 内線等

①総合計画、市長マニフェストでの位置付け (該当しない事業については記入不要です。)

施策名

②事務事業の内容

③成果指標

④事業の概要

市民利
用証

観覧券
等

企画部　情報ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰ 66-1717

事務事業名 科学館展示事業

基本目標 ６．市民とともに歩むまちづくり 地域情報化

基本目標、施策に対する貢献度 ２点　施策の達成にある程度効果があった

市長マニフェスト 真の自立できる蒲郡を目指す事業

市長マニフェストの執行状況 ４点　実施中であり、ほぼ達成できる見込み

対象(受益者) 市民をはじめ広く一般に対し

手　　段 化石等の標本を手に触れる状態で展示し、その解説をコンピュータを利用し行うことで

成果、目標
豊富な情報と最新の状態で地球の歴史・生命の初期進化に関する生涯学習の場を提供
し、地球環境を守ることの大切さを実感していただく。

① ②

成果指標名 科学館入場者数の対前年比 市民利用証入場者の割合

成果指標の
説明

当年度科学館入場者数/前年度科学館入場者数×100 市民利用証入場者数/総入場者数×100

指標の推移 平成20年度決算（実績） 平成21年度決算（実績） 平成22年度予算（計画）

成果指標① 105.70% 86.27% 128.02%

3,700

成果指標② 19.30% 14.73% 15.71%

項　　目 平成20年度実績 平成21年度実績 平成22年度計画

17,204人 15,685 19,850

入場料

科学館入場者
数

21,323人 18,395 23,550

4,119人 2,710

内訳

大人 700円 （団体 500円）、小人 300円 （団体 200円）(団体は30名以上)
蒲郡市民は、実費100円の市民利用証作成により無料

62



⑤事業にかかる人工 （単位：人）

Ｈ20
人工計

0.75人
次長
課長級

0.05人 補佐級 係長級 0.05人 一般職 0.50人 非常勤 0.15人 再任用

Ｈ21
人工計

0.75人
次長
課長級

0.05人 補佐級 係長級 0.05人 一般職 0.50人 非常勤 0.15人 再任用

⑥事業費 ※決算書、予算書に記載のある事業は決算書等の事業費を記載してください。（単位：千円）

事業費

人件費

合計

特定財源

一般財源

⑦事業の仕分け

説明

⑧必要性

⑨効率性

⑩総合評価

⑪改善点、問題点等

項　　目 平成20年度実績 平成21年度実績 平成22年度計画

人件費
を含む
事業費

24,769 15,640 11,717

4,055 3,985

28,824 19,625

財源
内訳

7,383 6,632

21,441 12,993

Ａ　現行どおり市が実施

生命の海科学館については、平成20年度に市内各分野及び公募市民代表に
よる見直し検討委員会を設置し、廃止を視野に入れた中で科学館のあり方
について検討していただいた。その結果、存続して見直しを行う旨の結論
が出され、平成21年度では報告の内容を具体化するための方策を実施計画
策定委員会でまとめ、平成22年度からは実行に入っている。

必要性 Ｂ　市が実施するのが望ましい

効率性 Ｃ　投入された予算、人工に対して見合った成果があまりない

今後の改善計
画

情報のショールームといった情報化推進の一手段という位置づけから、科学館としての
役割を前面にした事業展開（展示事業としては計画、内容の改善及び活用されていない
施設内空間への再配置による規模の拡大）を行う。教育普及事業など、実施している他
の事業との整合を図りながら科学館としての機能を活かせる展示の再配置、内容の見直
しを行う。

総合評価 Ｃ 事業の計画、内容及び規模等の改善、縮小の検討が必要である

過去の改善点
・機器、コンテンツの老朽化への対処
・保守委託料やマリンスタッフの報酬の抑制など、経費の削減
・見直し検討委員会、実施計画策定委員会による事業の検討

現在の課題、
問題点

「存続して見直し」という見直し検討委員会の報告に基づいた具体的な実施計画を早期
完成し、事業予算の算定を行っていく必要がある。現在の科学館の展示は、情報化施設
のための展示であり、見直し検討委員会で示された科学館としての本来の機能を発揮す
るための展示となっていない。
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